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Abstract

Itis not deniable that the telecommunication equlpment makersin postwar

JapanislaggingbehindtheAmericanandEuropeanmakersandare丘nding them-

selvesconfrontedwith severalproblemsto besettledbefore theycancatchupwith

the advanced foreignlevelof engineering.

To mention some of those problems whose solutionismost presslng:

(1)Improvementofcitytelephoneexchangeservice･Forthisobjecttheintroduc-

tion of crossbar exchange systemis considered most suitable,

(2)

(3)

(4)

(5)

Automatization of ruralexchange,

Extensior10f tolllines,

Adoption of automatic tollswitching system,

Furtherapplicationofnon-loadingcable,andelimination of attendants from

repeator station,

Size-reducing of carrier equlpment,and

Installation of coaxialcable and microwave multiple circuit.

Hitachi,LtdリaS detailed herein,bendingonthesolutionoftheseproblems,is

nowgainingstepbystepfullcapabilitiesof turning out the products which can

satisfy requirements ofthecustomersboth at home and abroad･

なことでない｡将 の飛躍をなすためには非常に多くの

〔Ⅰ〕挿 言

電気通信は国家の神経系統として役1ンニつている｡有線

無線それぞれの使用用途に従ってこれらを組合せて旨く

用されている｡

国内 気通信に就いてほ有線を主とし無線を補助的に

用いている｡海外通信では無線が主力となっている｡こ

れらの 気通信技術ほ第2次世界大戦中に飛躍的な発展

をなLその.成果が戦後着々と

つゝある｡

我国の電責 信施設ほ

気通信施設に取入れられ

時中の敏感並びに戦後の空白

時代を経たため著しく立遅れているっ これらのブランク

を取戻L,現在必要とする施設を蒲すことだけでも容易
*
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技術的の問題を考慮しなければならぬ｡差当り解決しな

ければならぬ問題をあげて見ても次の如く多くある｡

市内

〔ⅠⅠ〕有線通信部門に就いて

詣交換ほ戦後一時非常なるサービスの低下を来

した｡この原因ほ戦争による施設の荒廃と戦後の機材の

品質低下にあった｡又戦後加入者の分布が変ったことに

順応して施設が十分に行われなかったことも原因してい

る｡ 々公社に於ては昭和28年から5箇年計画で加入者

数を1,000,000余増加することとして実行されつゝある｡

現在では自動交換機の品質は戦前のものより優秀な寿命

のものが生産されつゝあるが,方式そのものは30年或

いは40年以前にデペロープされたものである｡米国で



日 二立 通 イ言 機 器

はクロスバ←方式が大都市の標準安換磯となり,独逸で

ほモ←夕べ←ラ←が佐相されて共にサ←ビスの優秀性を

誇っている｡

我国でも大都市の市内交換に従 の自動二交換方式を用

いて今後も進むことは経済的に不利となり又サービスを

よりよくする点から 自動交換方式の導入が要請されて

いる｡･これに対しクロスバー方式が最も好まい､ものと

してこの方式の実尉化が取り上げられている｡.

クロスバー方式といつても種々あって代表的なものは

米国ウェスタトン仕の1号或いは5号方式,スエーデン

の方式等であるがその他米国のケログ杜の方式或いはべ

ルギーのベル 話製造会社の方式もある｡それぞれ使用

する機器も違っている｡我国にほ我国に通したクロスバ

ー方式があり,便川する機器も最もよいものを採用しな

くてはならぬ｡これらの事柄を解決して我国の 標 方式

を制定するまでには容易ならぬ努力を払わなければなら

ぬ｡

小都市或いほ町村の電話交換ほ磁石式_交換機で行って

いる｡サービスが悪い上に運営責が讃み経営抽こほ赤字

である｡これを解決するためにほ線路真の少くて済む多

数共同加入竃話の普及と共にサービスの確実な小自動交

換装置を採用して保守を無人化することが必要である.〕

この程の自動交換機にもクロスバー方式が適切なもので

あるとして期待されている′二

現在市内電話交換の内日動化されている率ほ40′%′に

過ぎないが小自動交換が普及すると80%∴以上が自動化

することとなり欧米並みとなるのでほなかろうか.｡

市外電話は市外通話を申込んでから長く待っても数分

間の内に接続されるのが原則である.｡ところが我国では

戦前でも破後でも数十分を待合せることが通例となって

いて,近距激の場合にほ位を走らせた方が早いことヰ)あ

る1この不如意の状況を打破するために電々公社でほ市

内竃 と同じく5前年計画として市外練の拡張を行う二

とになっている′

この計画を完全に行うためには先づ将 の市外電話網

をどういう風に接続するかの方針を立てなければらな

ぬ･つ即ち日本全国を数区妙こ分ちそれぞれに総括局を■i~罠

き,更にその下に数局の中｣L､局を設ける通話帯匝捕り度を

作ることとなる｡すべての市外な換は加入者の市接ダイ

ヤルによる即時接続方式をとることが好ましいがこれほ

将 のことであって差当りほ市外発信一台からの1､←ルダ

イヤルによる即時接続を行うことが適当である.一大都市

周辺(60km以内にある)の都市と大都市間の市外通話

は加入者の直接ダイヤルによる即時接続方式によること

が適切である｡今回の5箇年計画ではこれらの即時接

方式は逐次実施に移され28年10月から東名,東阪聞で

別冊第 6 号

ほト←ルダイヤルによる即時接続が行われている｡加入

者の■直接ダイヤルによる即時接続は大都市に最も近く位

置する局では

されつゝある

前から行われているが近時この範囲が拡

大都市でほ市外線ほ数千回線になりつ_ゝある｡この市

外線を収容する市外電話局ほ大境 なものとなり,帯域

通話制度が実施されたときの市外交換方式は複雑してく

る∵すべての市外接続ほ中心､局から総括局に られそこ

で捌くことになるから種々なる中継接続を行わなければ

ならぬ｡J今までの手動式変換ではこの役割を完全に果す

ことほむつかしく日動式の市外交換方式を導入しなくて

はならぬ=それに役立つ甘動交換機としても従来のスト

ロージヤ,シーメンスの両方式でほ満足ではなくクロス

バー方式を導入しなければならぬこと_ゝなる二

又市内局と市外局との接粁関係にもクロスバ←方式を

採用すると今迄因っていた問題が明確に解決Ⅲ来る｡

市外交換を麓率よく取 ぶためにほ作動的に市外通信

票を作成する装置も必要となって来る.｡

市外練の増加は市外ケーブルの増設となるが先づ今迄

にある市外綬をよ～)よく任用の払来るように考えなけれ

ばならぬこ父新設するときにほこれが鼠 ヒヒム円高 もす出を

のでなくてほならぬ二

無装荷搬送ケーブルは我国で最糾提唱したものであつ

て現在ほ1回線で24通話路を重畳している｡世界の7k

準カユら見ると最高のものではない｡独逸でほ60通

を覇畳Lている由こ24通話路を60通話路まであげるよ

うにしたいものである｡このことがケーブルの構成上む

つかLいとの ようであれば今後敷設する市外

ケーブルは60通話路以上の多貫通話のとれるものを採用

しなければならぬ｡更に市外緑が増加Lてくると無装荷

搬送ケーブルでは不十分となって同軸ケーブルを位相し

なければならなくなるし同軸ケーブルでは一顧に1回線

で500通話路を運ぷことになっているが1,300通話路を

ぶこともH舐る｡マイクロ波による多寄通信方式もあ

るがサービスの安達度からいえばケ←ブル回線に越した

ことほない一同軸ケーブルの敷設は間もなく現実の間置

とLて硯斉;れてくるであろう｡

これを 現するた捌こほケーブルの製造と搬送の技術

のより深ぃ研究が必要である｡多くの問題を解明して進

んで行かなくてはならぬ′二.

今までの近抑離市外娘ほ一般に装荷されている∴近距

離市外線は著増Lつゝある.｡これを最も 済的に解決す

る方法として装荷線輪を撤去Lてこれに6～12通話路の

短距離搬送を貢覆する方法がとられている｡

以上の如く市外綬は搬送による高度の多重化の方向に

進みつゝあるが,この結果として中継所の増設が必要と

ノ′
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なり,搬送機器の膨大化と共に所要床面積が大となる｡

必要とする経費を最小ならしめるために中継所の無人化

が考慮され,搬送装置の小型化が提案されている｡

中姓所の無人化に就いてほ機器の安定度の高いことも

さることながら最も貢襲なことは電力装置の簡易化と自

動化である｡

搬送装置の小型化ほこれを組成する部品の小型化にあ

る｡真空管にi･まミニアチュア管を採用L,インダクタン

スにはフェライトを鉄｣L､とし,舵落首拙こはM.P.菩

器を用い,抵抗にはカーボン度
←ルド抵抗を採屈す

る等の方法が考慮されている｡.1､ランジスタが実相ヒさ

れることになれば小型化は飛躍的に進展するであろう｡)

搬送通信技術は電力関係にも利川されて送電線に

する搬送電話 のこと遠隔測雇,遠隔制御,送

電線保護装置にも川いられている.〉 これらに就いても同

じ間 が提起されている｡

〔ⅠⅠⅠ]無線部門に就いて

戴前は放送用として巾波鞘の電波の硬骨のみが民聞に

開放されていて短波以下の短い電波の根用ほ禁じられて

いた｡ 後はVHFからマイクロ波帯の電波の他用も一

定の周波鞘に限って一般に許されることとなった.｡この

結果無線機の使用範囲が著しく拡大された｡

小数の通話路で十分であり且つ施設費の安価であるこ

とを要望する箇所に多くの無線通に鯨躍が設備されてい

る｡例えば都府県けと地方事務所との聞,或いは銀行会

社の未店と支店との連絡等にはVHFの無線眉話が施設

されている｡又無線機の移動性を利用Lてこれを草鞠に

偏して警察,消防のパーロ㌧-ル問,電力会社の送電線

の保線監視札 鉄道の操車配坤の指令邦 々にも VHF

の無線電話が使用されている〔ノこれらほ他用範凱は40～

50kmの短蹄既のものであるが

絡連の珊電発

ほ本社,支店,

いほ監視印として有線に代えてマイク

ロ波の小数回線の無線電話を施設して長距離回線を作

Lている｡

マイクロ波通信の特長は1マイクロチャンネルで超多

重回線の得られるところにある｡竃々公社では既に東阪

問に4,000Mcの多重通信装置を完成Lテレビ巾継を行

い又多重電話回線も使用しつゝある｡但L現在のところ

マイクロ掛こよる多重通信技術は未だ進歩の道程にあり

将来ほより優秀なものの出現が期 される｡

戦後に放けるテレビジョンの実現ほ驚異である｡テレ

ビジョンの工業方面への利用範囲も広い｡工業テレビジ

ヨンとLて7k力発

されている.っ

所或いは火力発電所の監視用に便周

〔ⅠⅤ〕その他の応用部門に裁いて

電気通有凝術を応用した方面でほ最近発達Lたものに

気言 器覚 アナログコンピュータ,サ←ボメカニズム

等々がある｡今後益々新分野が開拓されるであろう｡

手工学の発達ほ実にめざましい｡新技術の取り入れ

ほ有線より無線の方が容易である｡ て電子工学の進

展と共に無線機器及びそれの応用方面ほ異常なる発展が

期待される｡新技術の取り入れほ慎重にして且つ勇敢に

行わなければならぬ｡

〔Ⅴ〕結 盲

日立製作所では以上に述べたものの内電話機,手動交

換機,日動交換機,搬送機器致び無線機轟は戸塚工場で,

子管は茂原工場で,ケーブルは日立電線工場で,測定

及び制御用精密機呂剖ま多賀工場でそれぞれ製作しており

且つ中央及び日立両研究所がこれに協力している｡そし

て需要家の要望に応えて技術の尖端を進み信頼度の高い

製品を作るよう努めている｡

･.∴~･･.●･



特 許 と 新 案

最近登録された日立製作所の特許及び実用新案 (その1)
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